
しつこいようですが…また例の「木柱」のことです。

　　材質と残存年輪数がわかったよ！
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第10号トレンチから取り上げてきた「木柱」を簡易クリーニングしてみました。
今回は洗ってみてわかったことなど続報をお伝えしましょう！

円盤の中心の穴に部品が残る

クリーニング作業中の木柱のようす

底面の直径20㎝

残長90㎝

　木柱の底面はほぼ平坦に切り落とされて
いたよ。この部分では「年輪」を読み取るこ
とができるんだ。木柱の太さは約20㎝あっ
て、そこに約170本の年輪を数えることがで
きたよ。
　この木柱は丸太の端っこの部分を使って
製材したもの（辺材）だから、少なくとも樹齢
170年以上の大木であったことがわかるよ。
年輪の残り方から推測
すると樹齢数百年の大木
から切り出したものである可
能性もあるよ。

大木の端っこを使ったらしいぞ！

　この木柱の材質が何であるのか今までは不明でした。少なくとも「針葉樹」であろうとは推測されていたのですが…
今回、某研究機関の御協力を頂き、採取したサンプルを顕微鏡観察していただいたところ、「スギ」である可能性が高いと
いうことがわかりました。仮に「スギ」であるとすれば、「年輪年代法（年輪幅の変動パターンを読みとって、その木材の伐
採された年をを特定する年代決定の方法）」による年代特定ができる可能性があります。この木材がいつ頃伐採された木
であるかがわかると銚子塚古墳の造られた年代がより明確にできるかも知れないのです。このことは、銚子塚古墳のみ
ならず全国の古墳時代研究に資するところ大な取り組みなのです。測定できるかどうか、また測定結果がどのようになる
のか乞うご期待です！

銚子くん

　木柱の表面は金
属製の刃物でき
れいに「面取り調
整」されているよ。
　おそらく手斧
（ちょうな）と呼ば
れる鍬形の斧で
調整されたと考え
られるよ。
　ちなみに手斧は
銚子塚古墳の近く
にある大丸山古
墳の主体部から
出土例があって有
名だよ。

年輪10本（10年）に１本づつ針を刺してみました。


